
 

SBT削減目標設定／GHG排出量算定の 
ご報告 

株式会社ソルテラホールディングスグループ 



｜排出算定参照情報ソース
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19一部追加・更新

｜ロケーション基準とマーケット基準解説
ロケーション基準とマーケット基準は、温室効果ガス排出量の算定方法における二つの考え方です。
ロケーション基準は、事業者が活動する地域全体の平均的な電力排出係数に基づいて、電力使用による間接的な排出量を算定する方法です。
一方、マーケット基準は、事業者が実際に購入した電力の排出係数に基づいて、排出量を算定する方法です。
より自社における正確な排出量の算定には、マーケット基準が好ましい。

※マーケット基準にて集計しています

2）株式会社ソルテラホールディングスグループ全体
　  SBT削減目標設定／2020年全体GHG排出量算定
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3）株式会社ソルテラホールディングス
　（㈱太陽油化 本社、 ㈱ソルテラ建設、 ㈱TOKYO8GLOBAL）GHG排出用算定
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※マーケット基準にて集計しています

｜排出算定参照情報ソース
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19一部追加・更新

｜ロケーション基準とマーケット基準解説
ロケーション基準とマーケット基準は、温室効果ガス排出量の算定方法における二つの考え方です。
ロケーション基準は、事業者が活動する地域全体の平均的な電力排出係数に基づいて、電力使用による間接的な排出量を算定する方法です。
一方、マーケット基準は、事業者が実際に購入した電力の排出係数に基づいて、排出量を算定する方法です。
より自社における正確な排出量の算定には、マーケット基準が好ましい。



4）株式会社太陽油化 工場GHG排出量算定
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※マーケット基準にて集計しています

｜排出算定参照情報ソース
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19一部追加・更新

｜ロケーション基準とマーケット基準解説
ロケーション基準とマーケット基準は、温室効果ガス排出量の算定方法における二つの考え方です。
ロケーション基準は、事業者が活動する地域全体の平均的な電力排出係数に基づいて、電力使用による間接的な排出量を算定する方法です。
一方、マーケット基準は、事業者が実際に購入した電力の排出係数に基づいて、排出量を算定する方法です。
より自社における正確な排出量の算定には、マーケット基準が好ましい。



5）株式会社三洪エンタープライズ本社GHG排出量算定
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※マーケット基準にて集計しています

｜排出算定参照情報ソース
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19一部追加・更新

｜ロケーション基準とマーケット基準解説
ロケーション基準とマーケット基準は、温室効果ガス排出量の算定方法における二つの考え方です。
ロケーション基準は、事業者が活動する地域全体の平均的な電力排出係数に基づいて、電力使用による間接的な排出量を算定する方法です。
一方、マーケット基準は、事業者が実際に購入した電力の排出係数に基づいて、排出量を算定する方法です。
より自社における正確な排出量の算定には、マーケット基準が好ましい。



6）株式会社まつもと電機本社GHG排出量算定
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※マーケット基準にて集計しています

｜排出算定参照情報ソース
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19一部追加・更新

｜ロケーション基準とマーケット基準解説
ロケーション基準とマーケット基準は、温室効果ガス排出量の算定方法における二つの考え方です。
ロケーション基準は、事業者が活動する地域全体の平均的な電力排出係数に基づいて、電力使用による間接的な排出量を算定する方法です。
一方、マーケット基準は、事業者が実際に購入した電力の排出係数に基づいて、排出量を算定する方法です。
より自社における正確な排出量の算定には、マーケット基準が好ましい。



7）株式会社太陽整備GHG排出量算定
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※マーケット基準にて集計しています

｜排出算定参照情報ソース
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19一部追加・更新

｜ロケーション基準とマーケット基準解説
ロケーション基準とマーケット基準は、温室効果ガス排出量の算定方法における二つの考え方です。
ロケーション基準は、事業者が活動する地域全体の平均的な電力排出係数に基づいて、電力使用による間接的な排出量を算定する方法です。
一方、マーケット基準は、事業者が実際に購入した電力の排出係数に基づいて、排出量を算定する方法です。
より自社における正確な排出量の算定には、マーケット基準が好ましい。



8）SBTiへGHG排出量算定提出レポート
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